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I はじめに
2007年5月に「地理空間情報活用推進基本法」が成立した 位置参照の共通基盤となる大縮尺の
共通白地図(基盤地図情報)の体系的整備と共有化および流通をはじめとして 今後，衛星測位と地
理情報システム (GIS) により， さまざまな事物や情報・現象が位霞や場所とi共J:il[づけて整理され手IJ
活用されるための共通基盤の構築が進み，行政サービスやビジネス分野における地理空間情報のキIJ1I!f
F目がさらに促進されると考えられる
一方，学問分野では，地理学，都市工学，地域計画学，情報科学，認知科学などの諸分野が連携し
技術・ツールとしての地理情報システム (GeographicalInformation Systems) から学問としての地恐!情
報科学 (Geographicallnformation Science) の構築に向けての動きが加速しすでにi孜米ではコアカリ
キュラムの策定や GIS教育用ソフトウェアの開発が行われ，大学で、は充実したカリキュラムが組ま
れるようになってきている.これらに呼応してわが屈でも地理情報科学教育に対するニーズが高まり，
*生命環境科学1i)f究科研究員
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標準カリキュラムの策定に向けでは，地理情報システム学会に設誼されたカリキュラム委員会による
検討(阿部， 2006)ならびに 2005年度より「科学研究費補助金基盤liH究(A)・地理情報科学標準カリキュ
ラム・コンテンツの持続協働lt!ウェブライブラリーの!?再発liJf0'U(代表:阿部篤行)において GIS教
育カリキュラム案の策定が進められている. また教授法については，筑波大学を!こ1:1心に 2005年度よ
り「科学研究賀補助金基能研究 (A) 地翌日1，判長科学の教授j去の雌立一大学で、いかに効果的に GISを
教えるか J (代表 村山村i可)Jがスタートし，地翌日i苦手'li科学の効率的・体系l切な教授法の{確立に向
けて研究が進んでいる(村ILJ，2007). 1司科研プロジェクトでは特に複数の学!日]分野の連携による教
育システムの効率化と体系化を特徴としており，まず手:内の誰もが，いつでも，どこでも自由に教育，
研究，学習に GISを利用すると共に，地主Iデータの共有化を行うことができる教育研究環境の実現
が急務となった そこで ESRI社の GISソフトウェアである Ar・cGISのサイトライセンスを導入する
とともに，地主Ilデータの公的・共有化を促進するためのポータルサイトとして GeographyNetworkの
構築がI{Iられた
本稿では筑波大学における ArcGISサイトライセンスの利用状況ならびに GeographyNetworkの準
備状況と利fl'J方法を紹介した.1二で， これらの導入についての意義と説題について検討を行う
I ArcGISサイトライセンスの導入
I -1サイトライセンス導入の経緋
H'Cf!支大学で、はこれまで 学1下・学 liH究科 あるいはliH究室といった長I1Mit単位で， GISソフトウェ
アの導入・利用が行われたあ刊と利用できるソフトウェア数の不足，イI~I ~JIJ ライセンスによる割高な維
持続安，呉なるソフトウェアの混在によるデータ共有化の阻害などの問題が顕在化した.これに対し
て束三一(大学や立命館大学~/J~ で、は，平くから ArcGIS サイトライセンスが導入され，充実した教育研究
部境が提供されてきた.そこで、筑波大学で、はtJij述のlHiHプロジェクトの一環として，全学のライセン
ス:i三:):'Ilを行うサーノてを しArcGISサイトライセンスをj府入した.これにより学内ネットワークに
J妾<<:えされたコンピュータであれば， ~if: もが 1~11 :j: 1 に ArcGIS をインストールして使用することが可能と
なった サイトライセンスにより 1克在利用できるソフトウェアは ArcViewおよびエクステンション
をはじめ.第 l去に示すとおりで、ある
I -2 ArcGIS サイトライセンスの不IJnJ)Jä~
「科学研究賀補助金基位liJI究 (A):地翌日情報科学の教授法の作立一大学で、いかに効果的に GISを教
えるか-Jでは，学!大jへの ArcGISの導入を批進し教育研究環境の充実をI{Iるとともに，研究成果
を広く内外に公開するためのウェブサイト 1) をi:jl築しており(第 11I{l)， ArcGISおよび関連ソフトウェ
アは同ウェブサイトを通じてダウンロードし.利用者のコンピユータにインストー jレすることができ
る ダウンロードに際しては第 2Ii-<Iのダウンロードページへアクセスし，所属，氏名，メールアドレ
ス与を入力した後， ダウンロードをIml;.f:iする. また PDFJ彰式のインストールマニュアルを用意して
おり， 1司サイトからダウンロードできる.なお， ダウンロードページは学内専用となっており，学外
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第 1表 ArcGISサイトライセンスを通して科Jljlir能なソフトウェア
タイプ 名称 ノてージョン j投 fi、E， 
ArcViewおよび
デスクトップ上で空間データのピジュアライズ
デスクト yプGIS
エクステンション4ごて 9.0，9ム9.2 分析，編集.処理H.:tnmなどを行うための高機能
GISソフトウェア
GISソフトウェアをサーバ仁で、集1+管理1¥し，高十幾
ArcGIS Servel‘Enterprise 9.2 riE Webアプリケーション/サービスを構築する，
エンタープライズ GISサー ノて
ArcGIS Image Server 9.2 Jllj5大で、複雑な画像データの処J~1j!・ 1'1己信専用サーバ
サー ノーて GIS
ArclMS 9.0，9.1. 9.2 
Web上で GISデータ，マップ メタデータをお
J¥フォーマンスで公IHJ/従1JI~する情報公lJiJサー八
ArcSDE 9.0，9.1 lArcGISとい
トウェイ(9.2から ArcGISServerに統合)
Im)tJ干JGIS ArcGIS Engine 9.2 
GIS アプリケーションの IHJ 発と í~[布のためのコン
ォマーネント
ArcPAD 6.0.7.0 
モバイ jレ環境で GISデータの閲覧. 1'i'i嗣.修正，
GPSとの接続を行う GISソフトウェア
モバイル GIS
ArcPAD Application 
6.0，7.0 ArcPADの機能拡張JlJノfッケージ
suildel 
第 1図 「地理情報科学の教授法の確立jウェブサイト 第 2図 ArcGISダウンロードページ
からは利用できない.
I -3 ArcGISサイトライセンスの利m状況
2005 年 10 月に ArcGIS のダウンロードサービスが，~月始されてから 2006 年 9 月までの 1 年間(前Wj). 
さらに2006年 10月から 2007年9月までの 1年間(後期D の21時期れこ区分し，サイトライセンスの
利用状況を比較調査した.第 31:21に示すように ソフトウェアのダウンロードページに進む際に記録
される IPアドレスおよび入力された所属等の情報に基づき 利用者の所属学類・研究科別にダウン
ロードページ、へのアクセス数を比較した.記録された情報を詳細に検討すると. -11のダウンロード
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第3図 筑波大学における ArcGISサイトライセンスキIJ)I=J:I犬況(医学専攻，
1lJ:界!量産専攻.芸術学専攻は人間総合科学研究科に属する)
にI(Mして，同一人物が複数回に渡りアクセスする場合もみられる. さらにソフトウェアのパージョン
アップに伴い，同一人物が複数回アクセスすることを考慮すると，第 31豆jのアクセス数は現在利用さ
れている ArcGISソフトウェア数を示すものではないが 所属学類-研究科加の相対的な利用状況は
推測できる
前期の延べアクセス数683に対して，後期は 556へ減少している.学群では両H寺Jmともほぼ同様の
傾向を示しJl工学群の利用者が多いが，大学院で、は前期に生命環境科学研究科が295と最も多かっ
た.後期では，システム情報工学研究科および生命環境科学研究科のアクセス数が約 200とほぼ同数
になっている また学群と大学院での利用状況を比較すると，前後期とも約 1: 4の割合で大学院生
の利用者数が多い しかし後期の方が，若干学群での利用割合が増加しているほか，人間学群や人文
社会科学liJr 1i:t三1- などの人文社会系の利用者がJI/幻~II している
E 筑波大学 GeographyNetworkの構築と利用
I 1 筑波大学 GeographyNetworkのil先安
Geography Networピ)は，米国 ESRI1'-1が:-Jτストする地酒1-ji!I ~':'~Iz ~こ関するポータルサイトであり，情報
公開サーバとしての ArcIMSからインターネット上にi配信される地理データを統括するものである
様々な検索条件による検索機能や地図表示機能を備えており，一般のブラウザ上で利用できるほか，
配信している地迎データを ArcMap上にレイヤとして追加し，解析に利用することもできる. I~ 内
では同様に ESRIジャパン(株)が， ~~I}IJ情報共有のためのポータルとして Geography Network japan3) 
を述営しているほか， 1=[土交通省九州地方整備局が運営する有明・八代海環境情報システム 4) 福岡
県四方;tjJ地震復1:1.復興G1 Sプロジェクトによるクリアリングハウス5) また東洋大学 Geography
Net¥Vork .地域産業共生研究データベース6) 横浜国立大学の安心・安全の科学研究教育センターに
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よるクリアリングハウスI) などが， ArclMSを利用した地理情報ポータルとして稼動している.筑波
大学においても ArcGIS サイトライセンスの:導入に合わせ，地主n情報の公 l~fJ および共有化のための，
筑波大学 GeographyNetworkを設註した
筑波大学 GeographyNetworkは，これまで学内に分散して蓄積され，閉じられた環j克でのみ利用さ
れてきた地理データを公開し相互利用できる環境を控えること，また地主p情報科学に関する教育部
では様々な地主11データを教科として利用できるだけでなく，教育ji)f究成果を広く公 l~fJ.共有すること，
さらに学外の地主pデータ，クリアリングハウス，ポータルサイト，各種ウェブサービス等の'情報検索
を行い，それらにアクセスすることのできる統合的ポータルサイトとしての役割を有している
以降， i筑波大学 GeographyNetworkJは，単に iGeography Networld と表記する
国-2 Geography Networkの機能と使m方法
Geography Networkに登録されている地翌日データには，データ作成者や組織，データ内容，キーワー
ド，データ形式，利用方法などのメタデータと呼ばれるカタログ的な情報が付加されている.インター
ネットに接続できる環境と通常のブラウザがあれば， Metadata Explorerと呼ばれる検索画部を通じて，
メタデータを参照することにより，登録データの検索・閲覧が可能となる (ESRIジャパン， 2004) 
また特別のソフトウェアを必要とせず検索されたデータの画像を，ブラウザ上で、拡大縮小しながら雑
認することができる点が特徴であり，利用者は地理データの特性を容易に把握することができる
さらに無償の GISデータビューアである ArcExplorerを利用すれば， Geography Networkの登録
データと，ローカルマシンに格納されたデータを重ね合わせて閲覧することができる. また ArcGIS
(Ar・cMap)などの GISソフトウェアを利用すれば， ArcExplorerのような表示機能だけでなく，登録デー
タを用いな治宝ら， GISの高度なWi:iyi-拡長能を利用することカすできる
1) Webブラウザから GeographyNetworkを利用する場合
Webブラウザから利用する場合，特別なソフトウェアは必要とせず ユーザは科研プロジェクト
の Webサイトにアクセスしトップページにある「筑波大学 GeographyNetworkJのボタンをクリック
すれば，登録データの検索機能を持った Webアプリケーションである， Metadata Explorer (第 41~1)
が起動する.あるいは，ブラウザに直接 URL(http://gis_sk_tsukuba_acjp/metadataexplorer/) を入力しで
もよい.
易Metadata Explorerでの検索方法は，地名検索とコンテンツ検索の2つに分けられる.地名検索のj場
合は， J地也名を藍;筏妾入力するものと， 地図上で
i悶豆盟iに該当するl地塩珪理!デデ、一夕のリストが検索結果として表示される. コンテンツ検索の場合はオンライン
データやクリアリングハウス，地理情報サービスなど登録された地理データ・地理情報の形式を指定
するとともに，農業，経済，環境 社会のような主題を選択し さらにキーワードを入力することに
より，登録データの検索を行うことができる. また「閲覧jタブをクリックすれば，カテゴリに分類
された全ての登録地理データを閲覧することができる
検索結果は第 51~1 のように，サムネイルと共にリスト表示され， I~II~!<:Jとするデータの「マップ表
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示jボ、タンをクリックすれば，地主Hデータ画像のスケールを変えながら閲覧することができる(第
6 I~I). また「詳細表示j ボタンにより該当データのメタデータを参!~なできる(第 7 IRl).なお現在，
Geography Networlくは査録データの著作権等の1'1¥題から学外部放を控え，学内専mで運用されている
2) ArcGIS (AI・cMap)から GeographyNetworkを利用するj揚合
ArcMapへGeographyNetworkに笠録された地}]!データをレイヤとして追加する場合は，最初jに
ArcMapをj担割jする. Iファイルj→「インターネットからデータを追加u→「ウェブサイトを追加u
を選択し前述の URしを入力すると，ブラウザに MetadataExplorerが立ち上がる URLは-J支入力
すると AI・cMapに登録されるので次IBからは入力の手間は省1告される.検索条件を入力し検宗結果の
1)ストのrl:Jから該当データの IAI・cMapに追加IJボタンをクリックすると. AI・cMap_Iこに一つのレイ
ヤとして登録データが追加され，手持ちのローカルデータと重ね合わせを行ったり. Ar・cMapによる
解析に利用することができるS) ただしん"CGISのバージョンによって，登録データの迫力1方法が若
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第7図 メタデータの表示町田
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二「異なる9) これらについては，前述の科研プロジェクト f地理清報科学の教授法Jウェブサイトの
解説を参照されたい
無償の GISデータビューアである ArcExplOl・erについても.ほほ同様の手 JI員により Geography
Networkの登録データを追加し他のローカルデータと重ね合わせて表示させることができる
藍-3 ArcIMSの構成
ESRI社によりちFJ発された ArcIMSは. Web上で地主Iデータ，マッフ¥メタデータなどを公開・提
供するための情報公開サーノてであり. Geography Networkの中核を成すものである. インターネット
を通じて多くのユーザ1M]で地理情報やデータを共有でき. Geography Networkのようなクリアリング
ハウス十幾能を持つメタデータサービス (MetadataExplorer) を利用したポータルサイトを構築したり，
インターネット上で、マップの配信を行う WebGISアプリケーションをイノF成することができる
ArcIMSは，第 81z1のょっに機能ごとに分離した多層構造から構成される (ESRIジャパン，
2005a). Webブラウザ上で、動作する HTMLビューア. Javaビューア (WebGISアプリケーション).
Metadata Explorer. ArcViewや ArcExplorerJava Edition. ArcPadなどのクライアント側からのリクエ
ストは. Webサーバを介してサーバiHlJである Ar・cIMSに配信される. ArcIMSサーバは大きく分けて，
アプリケーションサーバ，空間サーバ，データサーバおよびそれらの管出ツール群から構成される
ArcIMSでの処立Ilの仁1:1心はアプリケーションサーバと空間サーバである.アプリケーションサーバは
Webサーバと空間サーバを接続する機能を持つ. ~;~ na]サーバはクライアントilJからのリクエストの
処理や属性データの取得，データのJIl!UJ.マップイメージのレンダリングを行い，最終的に Webサー
バを介して. ~2:1'1二百データとメタデータをクライアント慨に提供する. またデータサーバには各種デー
タが格納される
さらに管理ツール群は ArcIMSを使用してインターネット上で、空間データやメタデータをi配信す
るために必要な. Author. Administrator. Designer. Service Administratorと呼ばれる 4つのツールか
ら構成される
. ArcMap . ArcExplorer . ArcPad . Metadata Explorer . HTML Viewer . Java Viewer 
ArclMS 
空間サーバ
データサ-/¥
第8国 ArcIMSの構成要素
クライアント
サー1¥-
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直-4 Geography Networkへのデータ登録と公開
Geography Network に地理データを登録，公開するためには，第 91~1 のように j京データの作成と
Webでの表示用マップの作成，サービス形式の選択，メタデータの作成等の手続きが必要となる こ
れらは主に ArcIMSの恰;:J1Hツール群およびArcView (ArcCatalog) を用いて行われる
1) }庶データおよびAuthorツールによる Web表示用マップの作成
最初に ArcG1SOesktop等を)目し王て原データの作成を行う.登録する原データは， Shapeファイルな
どのベクトル形式， GRIOなどのラスタ形式，また TIFFやJPEGなどのイメージデータも配信するこ
とカfできる
次に， Al・c1MSAuthorツールをFI=Jv、て Web上で表示させるマップの作成を行う. AI・cIMSAuthorを
起動させた後，表示させる数種類の原データを選択し各レイヤとして追加する.複数のファイルを
重ねて表示できるため レイヤの描画順序を変更すると共に，フイーチャのシンボル形式やスタイル，
表示色，サイズを調節し表示マップの外見を雌認する(第 10I~) これらのマップ設定に関する情
報は，ファイル拡張子が .axlのArcIMS設定ファイルに ESRIのXML仕様 (ArcXML)で記述される
しかし， Authorツールでは投影情報やカラー情報など，サポートしていない要素もあるため，これ
らについては，テキストエディタや XMLエディタをJ=liいて ArclMS設定ファイルを開き，手作業で
編集しカスタマイズする必要がある(第 11I~I). Metadata Explorerによる検索の結果，ここで作成さ
れた表示マップがメタデータとともに，ユーザに閲覧されることになる
原データの作成(shape形式， GRID形式等)
Arcl MS (Author)によるWeb表示マップの作成
情報はA)くしファイルiこXML形式で記述
テキストエデ、ィタ!こよりAXLファイルlこ投影情報，カラー情報を付加
ArclMS (Administrator) Iこよりオンラインマップサービ、スを作成
サービス形式(Imaqe，Feature， ArcMap Imaqe)の選定
ArcCatalogのメタデータウィザードにより
マップサーピ、スのメタデータ作成
マップサービスをメタデータサーバに登録
第9図 ArclMSによる池辺データの公開手JIn
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第 10図 ArclMS Authorツールによる表示マップ作成 第 1図 テキストエディタによる設定ファイルの
カスタマイズ
2) Administratorツールによるオンラインマップサービスの作成
Authorツールにより作成されたデータをインターネット上で公開するために， ArcIMSの
Administratorツール(第 12I豆1)を使用してマップサービスの作成を行う.マップサーピスは Webサー
ノtを介して地理データとメタデータをユーザに提供できる
マップサービスには，イメージ，フイーチヤ， Al・cMapイメージの 3タイプがある イメージサー
ビスでは，表示マップは空間サーバー1:.~こ生成され JPEG ， GIF， PNG等のイメージフォーマットでユー
ザに送信される.ユーザからの新規リクエストがあるたびに 新規にマップイメージが作成されるこ
とになる.またフィーチャサービスでは，ベクタデータが要求元ユーザのJavaアプレットに配信され，
追加データが必要な場合のみ，リクエストが空間サーバに送信される フイーチャサービスでは，ユー
ザiWJでデータの書き出しゃレイヤシンボルの変更などが可能となる. さらに Al・cMapイメージサーピ
第 12図 Arcl MS AdmInIstratorツールによるマップサービスの作成
????
?
スを使用すると，ん.cMapおよびArcGISPublisherのドキュメント (.mxdファイルおよび.pmfファイ
jレ)を提供できる 空間サーノくはリクエストを受け取ると，マップを生成しイメージフォーマットで
ユーザに送信する (ESRIジャパン. 2005b) 
3) ArcView (ArcCatalog) によるメタデータの作成
ArcCatalogからインターネット上にある ArcIMSサーバに接続し，前述の作成されたマップサービ
スに対して第 131~1 に示す ArcCatalog のメタデータウィザードをm し 1てメタデータをfi=成する.本学
のGeographyNetworkでは. IS0 (国際標準化機構)に基づいたデータ形式を採用しており，その内
容は第2表のとおりである. またメタデータを検索した際に，データ概要が視覚的に理解できるよう
にサムネイル商{象を追加することができる
4) マップサービスの登録・公I~FJ
最終的に ArcCatalog上で，メタデータが付加されたマップサービスを選択し，メタデータサーバ
にドラッグ&ドロップして登録が完了すると. Metadata Explorerにより検索. I~~J 覧が可能となる
重量也告白聖書Ri:;;1;t3;守
ヨi
一"1;. I 
一段史::.J
m窓際平j
仁一二--二寵
「一一一一-r:=--一ーヨ
「F二二
盛氏胡軒目4敬~..，. 品庁'l'J'制措卓却万! td空白"'.，主j三些とj
第 13図 AI・cCatalogのメタデータウィザードによるメタデータの作成
第 2表 メタデータの概要 (ISO19115 Geographic Information -Metadataに準拠)
メタデータの区分 | データ概要
一般情報 データ集合の題名，作成EI. 言語，嬰約，メタデータ作成者. IJ]し、合わせ先など
データの系諮 データ集合の作成過;f:ll~.使用された元情報，工程など
データ集合識別情報
データ集合の内容~)'V悶，特í&~. キーワード，縮尺，更新頻度等の保守情報，使用i!jIJI;R.
t:HlkによるIlj日現など
空 I I\ J 情宇I~ データが収集された期間 1寺1，1].許lj(さ，深さ等の情報
出立イ石伯3トli 刊行1:1. データ配布者，ディジタル刊行形式，オフラインやオンラインでの配布JI:~fi主
購入費用など
11 
5)各種'情報・コンテンツの登録
これまで shapeファイルをはじめとした，地理データとしての実体を持つ対象に対して. Web上で、
の表示マップの作成，メタデータの付与，マップサーピスとしての登録の手!Ili:iを示した クリアリン
グハウス，ウェブサイト，画像ファイル，文書，地理情報サービスなと¥各種情報・コンテンツにつ
いてもメタデータを付与しデータ登録を行って. Metadata Explorerによる検索 .Im覧および対ー象への
リンクが可能である
ill-5 データ整備状況
Geography Networkでは，オンラインマップサーピス， クリアリンク、、ハウス， ダウンロード可能
データ等，いくつかのコンテンツタイプに分類してユーザにデータ提供を行っており，全て Metadata
Explorerから検索して閲覧・解析に利用できる.中でもオンラインマップサービスにより従供される
地迎データは，メタデータおよび画像の表示に加え. ArcView等で他のローカルデータとともに解析
に用いることカfできるなど. Geography Networkの仁!:I{、となるものである
現在，オンラインマップデータとしては，国土交通省による国土数値情報や国土地主!l.院のキ1 1'常数値
情報(土地利用).空間データ基盤(鉄道・道路網.inI )1.公共施設・行政界).数値地1~150 mメッシュ(標
高)等.GIS を利 FFJする場合のtl~~lI主データに関するものから，研究室単位で作成・公 13:~ されているもの，
授業において教材として利用されるデータや 実習-演習作業の成果 さらに教員・学生らの他人研
究の成果に至るまで 広範な分野・種類に及んでおり 継続してデータ整備を進めている.また，ク
リアリングハウス，ダウンロード可能データ等のコンテンツについても，匡j土地理院の電子国土ポー
タルや地理情報クリアリングハウス，筑波大学-歴史地域統計データをはじめ，その拡充を I~I ってい
る.第3表に GeographyNetworkによる提供データの概要を示す
亜-6 WebGIS の作成・公 I~:~
Geography Networkに地辺データの登録を行っと.Metadata Explorerを通じて通常のブラウザでデー
タの検索・閲覧ができるなど地理データの公開・共有化に有効である. さらに ArclMSの Designer
ツールを用い，前述のマップサービスが作成された地迎データを利用すれば，容易に WebGIS(イン
ターネット GIS) を作成することができる. Geography Networkが広く地主Iデータを収集・公開して
いるのに対して，特定の教育研究成果あるいはプロジェクトについて，関連する地理データ群を)=I=Jい
WebGISを作成し 成果を公開することができる. 近年. t地也J主迎E巳自出u型1情幸報!良iをイン夕一不ツト上で、}広玄く公!間j計苅;月?す
るために，多くの WへνfeぬbGI陪Sが作}成戎されている 例えばば、生命1環療j境克科学l研iり訓司j月丹r究科2空.~II問日悶i司]情手幸羽~I財i
史j地也j域或統音討計l'デデご一夕jの公i関7討謂;月?と並行して， その公開データを利用した複数の WebGISが開発・公!拐され
ている(村山-波法. 2007)が，一般的に WebGISを作成するためには情報技術やプログラミングに
関して，一定の知識が要求される. しかし. ArcIMS Designerツールを利用すれば， ウィザード形式
で地主1データの所在，表示範囲 機能などを選択-入力することにより，基本的な WebGISを容易に
竹:)Iえすることカすできる (ESRIジヤノfン. 2005b) 
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第3表 筑波大学 GeographyNetwork登録データの概要
オンラインマッフ。サービス
自然環境に関するもの
襟高にj共!するもの
茨Jn'<;県に関するもの
行政界に関するもの
j二地平IJmにj期するもの
教材・実習.1iJf究)1見果
クリアリングノ¥ウス
関東地区地形データ (I~I土数値情報)，関東地区表層地質データ(国土数
値情報)，関東地区土壌データ (I~土数値情報)など
日本全Ijg_l500mDEMデータ，つくば市周辺標高データ (50mメッシュ襟高)，
筑波山付近襟高データ (50mメッシュ襟高)など
茨城県環境データ，茨城県公共施設データ，茨城県鉄道路線データ，茨城
県河川データ，茨城県道路網データ，つくば市周辺公共施設データなど
都道府県行政界データ 明治24年(1891年)関東地方行政界データなど
つくば市周辺土地利用(細密数値情報)，北関東の明治期 (1900年頃)土
地利用データなど
都市計画'1特li実習作業イメージデータ，空間情報科学野外実験成果データ，
つくば市の小学校区解析データ(現在の学区とfiJ!~析結果)など
I~l 二i 地主HI;完 7E子i主!こi二:事務局 電子 I~土 ;-j~ ータル
i主仁1:. 地J~ILI定 地租!情報クリアリングノ¥ウス
I~I土交通省 j富士計画局 国土情報整備室 I~I土情報クリアリングハウス
I!土交通省 九州地方整備局 熊本港湾・空港整備事務所 有明・八代海環境情報システム
新潟県中越地震復旧・復興G1 Sプロジェクト事務局 新潟県中越地震復旧・復興 GISプロジェクト
ESRIジャパン(株) Geography Network Japan など
ダウンロード可古色テ守ータ
筑波大学大学院生命環境科学研究科 空間情報科学分野 歴史地域統計データ
総務省統計局統計GISプラザなど
地租!情報サービス
国土交通省I~土計画局 GISホームページ
NPO法人G1 S総合研究所し、ばらき ホームページ など
ArcIMSにより作成された WebGISの例として第 141z1に，茨城県つくば市域を対象とした，つくば
干1'WebGISを示す データとしては，地名，行政界，大字・1l1J了 I~l 界，道路網，公共施設，水系，標高，
土地利用さらに中心部の航空写真から構成され，対象地域の拡大・縮小・移動， レイヤの表示・非表
不，データの属性表示等が可能で、ある
N ArcGISサイトライセンスおよび GeographyNetwork導入の意義
lV -1 ArcGISサイトライセンスおよびGeographyNetworkによる教育環境整備
1990 年代以降，わがI~ における GIS を取り巻く環境は急速に変化した 地域計画や防災計画，環
j克管理分野.マーケテイング， 自治体サービス，カーナビゲーションシステムなど， t長々な分ID}・技
術と融合しながら，広く社会に浸透している.この傾向は，地理空1M]情報活用推進基本法の成立や，
各経データベースの充実とキ1=1 まってさらに加速するであろう.このような状況の I~=I ， GIS教育に関す
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第 14図 ArcIMSにより作成された「つくばiliWeb GISJ 
るニーズが高まっている 大学では地理学分野を中心に GISに関するカリキュラムの2幕入が増え，小・
仁1:1・高校の学校教育でも， GJSを活用した授業が実践されている(井田ほか編， 2001) 
GlS教育においては 講義によりその理論的基礎を学ぶと共に 実習により具体的教材を分析する
過程を通じて体得することが重要である.村山 (2004)は，学生がコンピュータを操作して GISを
主体的に学ぶ実習授業を増やしていく必要性を指摘しており，学生数に対して十分な数の GISソフ
トウェアおよび教材が用意される事が望ましい.
筑波大学で、は ArcGJSサイトライセンスの導入およびGeographyNetworkの構築・利用により学内
にいる誰もが，いつでも， どこでも，自由に GISを利用することができる. さらに， Webブラウザ
により地理データを検索・閲覧し分析にも利用できる.これらは，地理情報科学教育の基礎的環境
を整備する上で、有効で、あった
lV-2 授業における GeographyNetworkの活用
地翌日情報科学に関する授業では 前述のように講義とともに実習が大きな比重を占める. GISソフ
トウェアを用いた実習には教材としての地理データが必要である.これまで，各担当教員により個別
に教材が用意され それらがネットワークや CDメディア 各教員のホームページ等を通じて各学
生に配布されるのが普通であった. しかしこれでは，非常に良くできた教材であっても，その利用は
当該授業の中に限定され その授業を受講していない学生にとっては無に等しいものとなる.これに
対して GeographyNetworkに教材データを登録することによって，授業での利用は無論のこと，広く
学内に公開されることにより 多くの学生が利用できる環境を実現できる
Geography Networkで地理データを公開する場合，いくつかの方法(マップサービスタイプやコン
テンツタイプ)があることは前述したとおりである.例えば「イメージサービスjでは， ArcViewでデー
タを読み込み簡単な解析に利用できるが データそのものの改変ができない. 1"フィーチャサービスJ
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では，ベクトルデータとしてユーザ(学生)に配布されデータの書き出し等も行える. またダウンロー
ド可能データjとして登録すればデータをダウンロードして利用できる. このように，配布する教材
の目的・月?途に応じてこれらを使い分けると有効で、ある
教材に利用できる登録データ数がさらに増加し公開・共有化が進むことにより，教員にとっても
教材選択のi隔が広くなり，教育効果は高い
JV -3 I~I 学 I~I 習における GeographyNetworkのj舌用
学内であれば自 E!:に Ar・cGISを利用でき， Geography Netwol・k により地理データの公 I~FJ ・共有化が
進めば，学生にとっては授業だけでなく，時間と場所を選ばず GISに関する学習が行える環境が整う
このような I~I 学 I~I 習のために，科研プロジェクトのウェブサイトでは ArcGIS と Geography Network 
の登録データを教材とした，空間分析例について紹介している.第 151~1 には土地利用データとつく
ば市内の小学校の位置データを利用して，ノてッファ生成により小学校周辺のj二地利用を分析した例を
示している.このような分析例を通じて ArcGISや GeographyNetworkの使用方法を習得していくこ
とも.地主I情報科学を学習するための初期段階として有効であろう
JV 4 Geography Network による教育ji)f究成果の公I~FJ ・共有
これまでjiJf究室あるいは他人単位で'fr:)j)Gされた地理データは 外部に対して公!?目される事が少な
く，相互に利用する事も困難であった. Geography Networkでは，これらのデータに共通フォーマッ
トのメタデータおよび地図画像を付与ーし，検索機能を持たせることで，教育および研究成果を広く公
開-共有化することが可能となった. さらに登録データをFJ¥; ¥ ArcIMSを利用すればビューア仁1:1心
の WebGIS を簡単に作成する事ができ，成果の公 I~:!l .共有化に一層有効で、あった.
今1].出土地翌日院発行ーの数値地I~l (I~I土 ~;:?IM1 データ基盤)なと'I~lj二の骨格となるデータの作成・公
、.，刊‘IiU•. t_1 $1l・HρlrtrJピ.~宮内乱'l'叫す甲 書 I'~叫.p 硲母 .~t':"w 肺完工).'>'(i モ Mj) ヘ色、u 言語
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Ij'Jが進む一方，教育研究成果として得られた歴史データや特定地域の地理データ等は，その重要性に
比して，公 l~j!J ・共有されることが少なかった.今後. Geography Networkという共通基盤のもと，こ
れら希少データを蓄積・共有化することによって教育・ jiH究の活性化に寄与で、きると考えられる
V 今後の課題
本稿では. ArcGISサイトライセンスの利用状況. Geography Networkの利用方法と地主1データの
整備:1:犬況. ArcIMSによる WebGISのイ乍成方法等を紹介するとともに，地:I]l情WR科学教育における
Ar・cGISサイトライセンスおよびGeographyNetwork導入の意義について論じた.
これらの導入により. GIS 教育に関する環境整備が進むと共に，授業や I~I 習における教材としての
地翌日データを共有化し利用できる体I¥'IJが整うことで，教育環境がさらに向上した. また教育研究成果
の公Ijl!J・共有化にも有効で、あった.
現在. Geography Networkに登録されている地理データは. i古市前j予詣i述の平科科!ト'1研り冴fフプ。口ジエクトに参力加加i日してい
る教員および
る.今後の諜j題塑としては' まず登録データの拡充を I~I り. Geography Networkをさらに有用なものと
するため，多くの研究分野・研究室あるいは個人から多様なデータを収集する仕組みを構築すること.
さらに登録データ数の増加に合わせて データ登録のカテゴリを変更するなど，より使いやすいポー
タルサイトの設計が望まれる. また現在. Geography Networkは，地理データの著作権等の問題から
学内専用で運用されているが，今後はデータに関して何らかの!亙分を設け，学外に公開することも検
討-すべきと考えている
本稿をまとめるにあたり. 1:1本学術振興会・科学研究費補助金基盤研究 (A)I地理作i報科学の教授法の雑立一
大学で、いかに効果的に GISを教えるか-J (研究代表者 村山祐司.諜題番号 17202023. 平成 17~ 20年度)を
利用しました また研究推進にあたっては向科研分担者の先生方から研究会等を通じ貴重なご意見を頂き-1ナー
パ構築等については，筑波大学システム情報工学等支援室の菊地氷技術専門Jftx員. ESRIジャパン株式会社の矢口
浩平氏らに多くの技術的サポートを!!易りました. さらに GeographyNelworkへは，生命環境科学研究科空間情報
科学分野の大学院生を仁1:1心に，多くの方からデータをご提供頭きました 以上記して感謝"13し上け、ます
?
1) http://gis.sk.ISlIk山a.飢.jpl イルを正しく認識できないので. lnternet ExploreI 
をキIjrFjする必要がある
9) 例えば ArcView9.2では ArcMapから Geography
トJetworkのサービスを[直接追加iできないため. ま
ず ArcCatalogのカタログツリーの [GISサーバ
> ArclMSサーノくを，迫力1]から URLく http://gis.
sk.tslIkllba.ac.jpl >を指定し. GISサーバに接続した
後.AI・cMapの「データの追加けから IGISサーバj
を選択し，オンラインマップサービスを追加する
2) http://www.geographynelwork.com/ 
3) htαtp杯ド.ヅ/μ/www.geog伊r悶'aphy叩戸n問le引lwoωr此'k.I問 .jpνIma幻叩I川吋ex凡.伊p
4) http://www.ariake-yatsllshiro制syslem.jp/ay_kankyol 
index.html 
5) htp:/μ/川w机wヘw礼v札川f仁寸.i吟es.ky戸刊lI Shl川1孔川1I卜時ぺ1I .ac .j p/~eq中、vfl仇ükul八IIηldex丸υ.htれmη 
6) hlt叫p:!l33.79.31.74/toyo-1Iト-gn/八index丸.♂p3 
7) http://www.arcgis.ynll.ac.jp/ 
8) ArcMapから GeographyNetworkを利用する場合，
ブラウザとしてNetscape(Mozilla)を使用するとフア
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Significance and ProblelTIS of Building the Geography Network 
in the University of Tsukuba 
OHBI Kazuhisa平 andMU孔t¥YAMAYuji 
The purpose ofthis study is to investigate the current usage ofsite license for ArcGIS and arrangement oftbe 
Geograpby Network at tbe University of Tsukuba. The site license for ArcGIS was introduced to the University 
ofTsukuba in 2005 with the grant-in-aid for scienti自cresearch for developing teacbing metbod of geographical 
information science. By the site ¥icense， ArcGIS is avai¥ab¥e to anyone who have computer on the network in 
connection witb license server of university. 
At the same time， the Geography Network was build to promote the sharing and publishing of geographic 
data. We fOllnd the Geography Network is very useflll for the edllcation of geographical information science 
because anyone can access many types of geographic contents， including live mapsラ downloadabledata and 
more advanced services throllgh web browser， and those data are available to the analysis llsing Arc View. 
Fllrthermore， we can build WebGIS easily llsing ArcIMS which is a m句orelement ofthe Geography Network. 
Currently， we are providing many kinds 01' data through the Geography Netwu1丸 butthe number 01' data 
is not enough as a portal site 1'or geographic data. The 1'uture challenge is to create a mechanism to collect 
geographic data continuously and easy-to-use portal site design for everyone. 
Key words: ArcGIS site license， geography network， WebGIS， metadata， data sharing 
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